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2024-25 年度 

福山西ロータリークラブ 

  例  会  情  報    
第 1591 回（17） 

   

 

会 長   鹿 内 要 秀     幹 事   吉 山 聡 

クラブ会長テーマ   

「 奉仕によろこび、よりよい社会を築こう 」 

日 時 2024 年 11 月 26 日（火） 12：30 ～ 

場 所 福山ニューキャッスルホテル 

例会行事 点 鐘 ・ ソング 「 おお マイフレンド 」 

         「四つのテスト」唱和 

ゲスト・ビジターの紹介 （ 出席報告参照 ） 

会 長 報 告 

 幹 事 報 告 

出 席 報 告  

Ｓ Ａ Ａ 報 告 

ス マ イ ル 報 告  

プ ロ グ ラ ム 情 報 

そ の 他 報 告 

その他情報 メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 来週分 ） 

メ ー ク ア ッ プ 情 報 （ 再来週分 ） 

今 後 の 行 事 予 定 

ク ラ ブ 活 動 報 告 
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【 会 長 報 告 】 
今日の会長報告は「ロータリー財団」についてです。はじめに「ロータリー財団の父」として知

られるアーチ C. クランフのエピソードからから始めます。クランフは今から 155 年前の 1869

年 6 月 6 日、米国ペンシルべニア州カヌートビルという小さな町に生まれました。子どもの頃、一

家はオハイオ州クリーブランドに転居し、クランフはここで 1911 年にクリーブランド・ロータリ

ークラブの設立会員となりました。1913 年にはクラブ会長となり、奉仕活動の資金を確保するた

めにクラブが積立金を設けることを提唱しました。この構想は、ロータリーでほかの役職を務める

ようになってからも、常にクランフの頭の中にありました。  

 ロータリアンになって 5 年目、クランフは 1916-17 年度ロータリー会長（RI 会長）に選出され

ました。会長任期の終わりに近づいた 1917 年のアトランタ大会（米国ジョージア州）で、クラン

フはロータリアンにこう呼びかけています。「ロータリーは今、新たな時代に踏み出している。これ

までに形づくられた輝かしい原則を実践するための運営手法の改善が、私たちに求められている」

と述べ、基金の設立を提唱しました。これが後のロータリー財団になります。クランフは続けて「諸々

の社会奉仕を今まで通りに実行していくには、慈善・教育・そのほかの社会奉仕の分野において世

界でよいことをするための基金を作るのが、極めて適切であると思われる」と発言します。 

このクランフの簡潔でありながら力強い主張により、ロータリーの基金が生まれました。 

そして 1928 年（今から 96 年前）に正式に「ロータリー財団」と改称。管理委員会が結成され、

クランフは初代管理委員長として 1928 年から 1935 年まで務めました。委員長を退いた後もロ

ータリーのリーダーや会員に財団の重要性を教え、寄付を奨励し続けました。 クランフは 1951 年

6 月 3 日に 82 歳でこの世を去りましたが、その影響は財団を通じて今も息づいています。 

ロータリーの奉仕活動は今後もこれまで以上に世界で必要とされて来ると思います。今日はプログ

ラムで財団について勉強します。よく学び出でて奉仕の糧としましょう。 

 

 

 

 

【 幹 事 報 告 】   
No. 内       容 

1 

第 2710 地区事務局  

 ・公式訪問 お礼状の件 

 ・「能登半島豪雨災害に対する支援金」について 御礼及びご報告 

 ・クラブセントラルのマルチイヤー(複数年)対応に伴うお願い 

 ・『ロータリーの友』 「表紙を飾る絵 大募集!」について 

2 
米山記念奨学会より 

 ・ハイライトよねやま 

3 
2024-25 年度地区大会事務局より 

 ・地区大会 記念講演についてのお願い 

 

 

https://www.rotary.org/ja/rotary-endowment
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【 プ ロ グ ラ ム 情 報 】 

《 ゲスト卓話 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2710 地区 ﾛｰﾀﾘｰ財団委員会 

VTT 委員長 矢吹 泰孝 様 
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【 そ の 他 報 告 】 

《 入 会 式 》 

 

【新入会員紹介】 
氏  名   小林 正典 さん 

生年月日   1982 年 8 月 28 日    

職業分類   ｲﾝﾃﾘｱ/建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ企画 

推 薦 者   渡邉 祥子 さん 

アドバイザー 瀬尾 義裕  さん 

所属委員会  親睦委員会 

                                                       国際奉仕委員会 
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《 3 分間スピーチ 》 

ロータリー情報委員長 竹中 雅彦 

ロータリー財団 

 ロータリーの父と呼ばれるのは６代目の RI 会長、アーチ・クランフであ 

る。彼はロータリーが基金をつくり全世界的な規模で慈善・教育・その他の社会奉仕分野で「何

かよいことをしようではないか」と 1917 年アトランタ国際大会で提案した。国際ロータリー

のロータリー財団は 1917 年に基金として発足し、1928 年国際大会でロータリー財団と名づ

けられた。 

１.財団の定義 

ロータリー財団は、ロータリークラブおよび地区を通じて承認された人道的および教育的活動を

支援するための寄付を受け、資金を配分する非営利団体である。 

２.ロータリーの７つの重点分野（RI/財団） 

① 平和構築と紛争予防 

② 疾病予防と治療 

③ 水と衛生 

④ 母子の健康 

⑤ 基本的教育と識字率向上 

⑥ 地域社会の経済発展 

⑦ 環境 

３.財団プログラム 寄付金を資金とするプログラムは６つ 

①ポリオプラス：1988 年以来、ロータリーとパートナー団体はポリオウイルス感染症の根絶を

目指してワクチン接種活動を実施し、残る２か国（アフガニスタン、パキスタン）での根絶活動

を継続している。 

②グローバル補助金：7 つの重点分野に該当し、持続可能かつ測定可能な成果をもたらす大規模

な国際活動に資金を提供する。 

③地区補助金：ロータリー財団の使命に関連した小規模で短期的なプロジェクトを支える。 

④災害支援補助金：過去６か月間に自然災害により被災した地域での救援および復興活動を支援

する。 

⑤ロータリー平和センター：毎年、ロータリー平和センターで学ぶ平和フェローを支援します。 

⑥大規模プログラム補助金：ロータリー会員が経験豊かなパートナー団体と協力し大勢の人に恩

恵をもたらす大規模で効果の高い 3~5 年間のプロジェクトを支援します。 

4.寄付分類 

① 年次基金：地元や海外で実施される財団の幅広い活動を支援する主な資金源である。クラ

ブ会員の年会費に含まれる。 

② 恒久基金：鋼球基金への寄付は未来において持続可能なプロジェクトを実施するための財

源となる。恒久基金は投資され収益の一部がロータリー財団プログラムを支える。遺贈の

寄付は恒久基金となる。 

③ ポリオプラス：ポリオ根絶活動を支援する。（クラブ会費に含まれる） 

④ ロータリー災害救援基金：クラブや地区による災害救援活動や復興活動に生かされる。 
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《 各 種 表 彰 等 》 

【誕生日】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  《12 月 2 日生まれ 河村 直孝 さん》 

   《12 月 7 日生まれ 原田 茂実 さん》 
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【 ク ラ ブ 活 動 報 告 】 
特にありません。 

 


